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1.	まえがき

お客様と価値を共創するためには、お客様自身の未来や
課題をともに考え、ともに問題解決をしながら価値を創って
いくことが必要です。中央研究所C&Cイノベーション推進
本部は、アルゼンチン共和国のティグレ市と「ティグレ市ビ
ジョン2030」を共創しました。本ビジョンは、2030年の同
市が市民や社会に提供する価値を描いたものです。

本プロジェクトでは、同市が社会や市民に提供する体験
と価値の「あるべき姿」を描き、そこからのバックキャスティ
ングによる課題抽出、ビジョンを実現するための計画作成、
NECによるソリューション提案を行いました。更に、将来的
な課題解決へ向けての研究テーマの探索を行っています。

本稿では、ティグレ市に共感していただけるビジョンを作成
するために行った、市役所職員へのヒアリングやワークショッ
プといった共創活動のプロセスと成果について紹介します。

2.	ティグレ市の紹介

ティグレ市は、南米アルゼンチン共和国にある人口40万
人ほどの町です。アルゼンチンの首都・ブエノスアイレス市
から北約30kmに位置しています（図1）。この町は、ルハン

川を挟みデルタ地区とコンチネンタル地区という2つの地区
に分けられます（図2）。この2つの地区は、まったく異なる
特徴と魅力を備えています。デルタ地区はパラナ川の広大な
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図1　ティグレ市の位置
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デルタの一部で、多種多様な動植物が生息する湿地帯です。
一方のコンチネンタル側は市民の生活の中心地です。

市は、今後の人口増加に伴い、デルタ地区の自然環境の
保護、市民一人ひとりへの公共サービスの拡充、町全体の
治安の維持といった大きな課題に、より積極的に取り組ん
でいく必要があると考えています。このような変化を見据え
たうえで、ティグレ市は魅力的な町を創ろうとしています。

3.	ビジョン作成のプロセス

ティグレ市とビジョン共創するために、多様なバックグラウ
ンドと知識・経験を持つメンバーが本プロジェクトに参加し
ました。デザイン思考でのビジョン構想を得意とするデザイ
ナーや、アイデアを可視化できるイラストレーター、2年間の
ラテンアメリカ滞在から帰国したばかりの研究者などが集め
られました。

ビジョン作成は、①現地視察、②市役所職員へのヒアリン
グ、③ビジョンの素案作成、④ブラッシュアップのためのワー
クショップ、という4 段階で進められました。各プロセスに
ついて詳細を説明します。

3.1 現地視察
ティグレ市のビジョン作りには、同市の市民になりきり、市

民の想いに共感することが不可欠です。そこで、2013年2月、
我々はティグレ市を実際に訪問し、現地を視察しました。市

役所や教育施設、医療施設などの公共施設を見学したり、鉄
道や水上バスなどの交通機関を利用したりしてみました（写

真1）。この視察では、デルタの自然の豊かさや市民のゆった
りとした生き方といった同市の魅力とともに、地域格差や交
通の不便さなどの課題も肌で感じることができました。

3.2 市役所職員へのヒアリング
現地の視察後、市役所職員を対象に、彼らが思い描くティ

グレ市の未来像や現在認識している課題をヒアリングしまし
た。その結果、デルタの環境保護や新興住宅地開発と交通
網の整備の両立、コンチネンタル地区とデルタ地区のさまざ
まな格差の縮小が共通の関心事項であることが分かりまし
た。そして何より、出席者一人ひとりがティグレ市について
真剣に語る様子から、彼らの問題意識の高さとよりよいまち
づくりへの情熱を感じることができました。

3.3 素案作り
いったん日本に帰国した我々は、ティグレ市での視察と

ヒアリングの結果、そして2030年のグローバルトレンド1）か
ら、ビジョンの素案を作成しました。ヒアリングの結果から、
市役所職員の描く未来像は、自然環境、交通、ソーシャル・
キャピタルという3つの大きな観点に分類できることが分か
りました。そこで、この3つの観点を起点にしてアイデアを
膨らませ、更にこれらのアイデアをつなぎ合わせて連続的な
1つのストーリーを作成しました。このストーリーでは、旅行
記風の文章とイラストを用いて、デルタの自然の豊かさと、
快適な交通システムや公共サービスを誰もが平等に享受し
ている様子を表現しました（図3）。

3.4 ブラッシュアップのためのワークショップ
我々は2013年5月に再度ティグレ市を訪問し、素案ブラッ

シュアップのためのワークショップを実施しました。このワー

写真1　ティグレ大学センター（左）、水上バス（右）

図2　ティグレ市の地図
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クショップでは、ラテンアメリカ滞在経験メンバーによるス
ペイン語ファシリテーションの下、市役所の環境課、経済・
管理課、計画課、観光課、技術部門などからの参加者10名

が活発に意見を出し合いました（写真2、写真3）。ワーク
ショップでは、2030年に実現していたい具体的な体験の内
容やビジョン実現の障害となりうる顕在的・潜在的課題、そ
してティグレ市のビジョン実現を促進する資産・資源・財産
についてアイデアを出しました。このなかから、ティグレ市
の最大の財産は、ティグレ市民が自分の町を誇る気持ちであ
ることにプロジェクトメンバーたちは気が付きました。

4.	ティグレ2030年ビジョン

このようなプロセスを経て、完成させた2030年のティグ
レ市ビジョンをコンセプト・ブックにまとめました。表紙に
は、ティグレの最大の財産である「ティグレの誇り（スペイン
語では“Orgullo de Tigre”）」という文字をデザインとして
取り入れました。内容としては、前半のプロローグは、2030
年にティグレ市を訪れた日本人学生の旅行記を通じて、2030
年のティグレ市を表現しました。後半は、2030年のティグ
レ・ビジョンを実現するためのアクション・プランを示してい
ます。そのなかでは、ヘルスケアや安心・安全関連のソリュー
ションなどNECが貢献できるような社会ソリューションも紹
介しました。

5.	まとめ

本プロジェクトでは、ティグレ市とともに、2030年のティグ
レ市のビジョンを共創しました。ビジョンでは、同市が社会
や市民に提供する価値を描いています。ビジョン作成のプ
ロセスにティグレ市職員に参加していただいたことに加え、
プロジェクトメンバー全員がティグレ市民の気持ちや想い、
そして夢に共感したことで、ティグレ市に共感していただけ
るビジョンを作成することができました。

今後も我々は顧客価値共創に向けて、提案したソリュー
ションを実現するための技術を検討したり、事業化を促進
するための活動をしていきます。

写真3　ワークショップ参加メンバーの集合写真

写真2　ワークショップの様子

図3　ビジョン素案のイラストの例
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